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医療提供体制
～標準治療～



医師の確保

医師が常駐する施設（有床診療所、介護老人保健施設、介護医療院）
• 担当医師に新型コロナウイルス対応を依頼する

嘱託医が決まっている施設（特別養護老人ホーム）
• 嘱託医に新型コロナウイルス対応を依頼する

各々かかりつけ医がいる施設（有料老人ホーム（サービス付き高齢者
向け住宅を含む）、グループホーム）
• かかりつけ医に診療を依頼する

平時から、協力医療機関と相談の上、対応確認が大切です



医療提供体制（診療）

点滴ができる環境の構築
• 実施判断やオーダをする医師をどこから確保するのか

• 点滴ができる看護師はいるか、管理できる勤務は組めるのか

• 点滴棒やルート等の点滴実施に必要となる物資をどう確保するか

酸素投与ができる環境の構築
• 実施判断やオーダをする医師をどこから確保するのか

• 24時間管理するための看護師は確保できるのか、勤務は組めるのか

• 配管がない場合に酸素濃縮器をどのように手配するか

抗ウイルス薬の使用ができる環境の構築
• 実施判断やオーダをする医師をどこから確保するのか

• 投与基準や量、期間に関しての専門的助言とフォロー体制をどうするのか

• 服薬管理のできる体制があるか

参考施設で実施できる診療について
確認しましょう



緊急性の高い陽性者の搬送調整

翌日までに搬送しなければ生命に影響するよ
うな方はいないか確認する

→ いる場合は緊急で搬送調整が必要

総務省消防庁 救急お役立ちポータルサイト
https://www.fdma.go.jp/publication/portal/post9.html



急変時（緊急時）の対応

急変時の対応で整理しておくべき具体的な項目例
• 窓口はどこなのか（119？かかりつけ医？）

• 時間帯によって変わるのか

• 属性によってかわるのか（陽性者は？濃厚接触者は？それ以外の入居者は？）

• 「119」要請の際に伝えるべきことは

• どのように搬出するのか

• かかりつけ医への連絡はどうするのか

施設の職員にとって対応がしやすいように…

• 急変と判断する基準

• 急変と判断された後の対応フロー（濃厚接触者を含む）を

整えておくことはとても重要



医療提供体制
～延命処置に関する意思確認～



延命処置に関する意思決定の確認

引用：厚生労働省ホームページ
「人生会議してみませんか」
（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html）

 医療提供体制によって入院受入れ等は大きく
変わってくる

 延命処置について患者・家族に意思確認を行うこ
とが重要

入院時や入所時に確認していても、入居者・家族の
気持ちは変わる。

新型コロナウイルス感染症が陽性と判明した時点で再度確
することが必要

再度確認

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

